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近代化遺産で先祖を思う 

時里奉明（筑紫女学園大学 教授） 

                                                             
 今年 9 月の土曜日、豪商平田家住宅（福岡県小郡市小郡）の

見学会が行われた。この住宅は規模といい､古さといい相当な建

物であることは、昔からよく知られていた。しかし､高い塀が敷

地をぐるりと囲んでいて、建物全体はもちろん、内部はまった

くわからなかった。あとは想像をたくましくするしかなかった。 

ある時、ふと偶然に筆者の先祖と平田家に関係があることを

知った。もう 15 年ほど前になるが、筆者は『小郡市史』近代編

の執筆を担当していたので、地元の史料を集中して調べていた

時期がある。そうしたなか、平田家の史料を読んでいたところ、

突然曾祖父の名前が出てきたのである。詳しい説明は省くが、曾祖父は平田家の小作人だっ

た。それまで平田家と接点があるとは、考えたこともなかった。 

 それを父親に話したところ、そうかそれでわかったと言って、次の話をしてくれた。父親

は自分が小さいころ、両親から平田家の田植えに行くように命じられた。父親はどうして平

田家の手伝いをしなければならないのだろうと疑問に思いながら、両親の言う通りにしてい

たという。 

  見学会当日、正門をくぐって、玄関から初めて主屋に上がった時は、望んでいた場所に足

を踏み入れることができてワクワクした。主屋の 2 階に上がると、そこは商品などを置く倉

庫で、太い梁を目の前で見ることができた。主屋は 1879（明治 12）年に再建されたことが、

棟札で明らかになっている。主屋からは客殿と新座敷の両方に通じているが、その間は庭園

になっていた。庭園は中国の山水画を模したもので、かつては岩から滝が流れていたという。

ほかにも旧座敷、蔵、別荘から移築した数寄屋が立っていた。建設年代は明治から昭和に渡

っていた。 

 平田家はこの地域を豊かにしていた木蝋業が衰退していくなか、それまでの資金をもとに、

1893（明治 26）年に銀行を設立した。また 1924（大正 13）年、当時はまだ珍しかったテニ

スコートを開設している。その直後に九州鉄道（現西鉄大牟田線）が開通すると、テニス愛

好者がラケットを手に各地から集まった。 

 このように、平田家は近代小郡の歴史を語る時には、欠かせない存在である。その住宅が

適正に保存され、有効に活用されながら、後世に伝えられることを願わずにはいられない。

我が先祖も、平田家の客殿や新座敷から庭園を眺め、テニスコートを走り回ったのだろうか。

そう思いながら、見学を終えて、家路についた。 
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【報告】 

平成 27 年度総会・見学会 

砂場一明（事務局長） 

 

 「明治日本の産業革命遺産」の世界文化

遺産登録を待って、九州産業考古学会では

今年の総会は祝賀を兼ねて敢えて 7 月に延

期し 26 日（日）に実施した。会場は九州大

学箱崎キャンパス内の 21 世紀交流プラザ

Ⅱを借用したが、福岡市内での開催は 14

年ぶりであった。 

 箱崎の地は、「敵國降伏」の勅額が掲げら

れた楼門で有名な筥崎宮が鎮座しており、

その参道は博多湾へと一直線に向かってい

る。この一帯はかつて白砂青松の景勝地で、

古来「千代の松原」と呼ばれて、日本三大

松原の一つに数えられた。その名残は今も

筥崎宮境内や九州大学構内に見られる。近

代以降は九州大学と共に歩み、伝統と文化

を守り継承してきた町で、福岡市東部の行

政中心地でもある。 

 

《総会及び研究発表会》 

 総会には会員 12 名が出席し、大石道義会

長による開会挨拶のあと議事次第に沿って

前年度の活動及び会計報告がなされた。今

年度は役員改選の時期であったが、大石道

義氏が重ねて会長に推薦され、副会長以下

事務局員も留任ということで承認された。

何れも任期は 2 年間である。 

今年度の主な事業としては、会報の発

行・後援催事などの定例行事と、産業考古

学会創立記念講座（28 年 3 月まで全 5 回、

岡山市）、国際産業遺産保存委員会本会議（9

月、フランス・リール市）、産業考古学会全

国大会（10 月、新潟県柏崎市）が開催され

るので、それに関連した活動が予定されて

いる。 

引き続き一般参加者も加えて研究発表会

に移った。後藤恵之輔氏「咸臨丸と福岡藩

の蒸気車ひな形」、清水憲一氏「世界遺産登

録と登録後を考える」、市原猛志氏「九大キ

ャンパスの現状と見所」の発表が行われ、

限られた時間ながらも中味の濃い知見向上

の場となった。 

 

 
写真 1 総会・研究発表の様子 

 

《会計報告》 

 前年度の収入は、繰越金 29 万 1436 円と

会費収入等の合計 39 万 6502 円。支出は、

通信費・総会費・見学会費等 9 万 3914 円。

3 月 31 日現在の残高は 30 万 2589 円、との

決算報告が承認された。 

 

《見学会》 

 九州大学は詳述するまでもなく、現・九

州大学病院の地にあった福岡医科大学と、

その北側の箱崎に新設される工科大学が、

明治 44（1911）年に統合されて誕生した九

州帝國大学を前身としている。この百年を

越える歴史を有する箱崎キャンパスが、惜
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しむらくは伊都（福岡市西区元岡）に移転

する次第となり、そのため今まさに消え去

らんとする近代建築群を巡見し、その歴史

的価値を改めて見聞しようというのが今回

の見学会の目的で、一般市民も含め約 40

名が参加した。 

 築百年を超す正門から入って、順に主な

建造物を簡単に紹介してみよう。キャンパ

ス南端に位置する正門は、赤煉瓦と白御影

石の縞模様が美しい巨大な 4 基の門柱に厳

重な鉄扉が付けられた洋式門である。門の

脇にはキャンパス内で最古の建築物でもあ

る赤煉瓦造平屋建ての門衛所（大正 3 年竣

工）が置かれており、帝國大学だった威厳

性を示している。 

 

 
写真 2 正門門衛所 

 

正門を抜けると、左手に白っぽい旧法文

学部本館と、右手には褐色の旧工学部本館

が双璧を成して堂々たる佇まいを見せてい

る。旧法文学部本館（大正 14 年竣工）は、

丸みを帯びた多彩な装飾が施されているた

め穏やかな感じを受ける大規模建築だが、

残念ながら取り壊される運命にある。 

 

 
写真 3 旧法文学部本館 

逆に旧工学部本館（昭和 5 年竣工）は、

その規模とデザインから大学を象徴する建

物になっており、現在は大学文書館や総合

研究博物館などが入居している。初代の本

館は大正 12 年に焼失したため、現在のもの

は、耐火性に優れた鉄骨鉄筋コンクリート

造り 3 階建てで再建されたもの。中央の塔

屋は 30 メートルもあり、建築当時は福岡一

の高さを誇っていたという。ポーチ付き玄

関部に立つと、細かい装飾があちこちに施

されていて興味深い。館内は重厚かつ優雅

で、ここが大学であることを忘れさせるほ

どであった。各階と博物館を見学した後、

普段は入室不可という会議室及び装飾壁画

を拝観させてもらったが、これも我が見学

会の醍醐味である。 

 
写真 4 旧工学部本館 
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写真 5 旧工学部本館第二会議室壁画 

 
 旧工学部本館と向き合うように建てられ

ているのが、ルネサンス様式の赤煉瓦造 2

階建て事務局本部棟（大正 14 年竣工）で、

横幅が 72 メートルもあり、鳥が羽を広げた

ような優雅な形をしている。この建物は、

全焼した初代工学部本館の煉瓦や石材を再

利用したというが、その色鮮やかさは再生

建材とは思われない。旧工学部本館と共に

福岡市都市景観賞を受賞しており、共に保

存が決定していることは有難い。 

 

 
写真 6 九州大学本部 

 
 旧応用化学教室棟（昭和 2 年竣工）は、

旧工学部本館と比較すると規模は小さいが

外壁にタイルが採用されているため、一見

よく似ている。3 階建て鉄筋コンクリート

造の重量感ある建物を裏通りから見ると、

階段室の窓が段に沿って配列されているの

がユニークで、解体されるのが惜しまれる。 

 同じ並びの旧航空学教室棟（昭和 14 年竣

工）もユニークな建物で、キャンパス内で

は戦前最後の大規模鉄筋コンクリート造と

いわれている。3 階建てビルの広い屋上に 3

階建ての塔屋が乗っているため、軍艦の船

橋とも空港の管制塔とも想像される独特の

デザインは面白い。この 2 つの建物には、

戦時下に塗られたコールタールの迷彩跡が

目視でき、戦後 70 年を経た今も戦争の痕跡

を伝えていた。 

 

 
写真 7 旧応用化学教室 

 
写真 8 旧航空学教室 
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 キャンパス内には、もう一つ悲劇の建物

がある。昭和 43 年、建設中だった 6 階建て

の大型電算機センター(現･情報基盤研究開

発センター）に、板付米軍基地の RF4-C フ

ァントム偵察機が墜落炎上したのだ。夜間

だったため幸い人的被害は免れたが、隣接

地は理学部原子核実験室棟という危機一髪

の大事件であった。米軍基地はなくなった

が、航空機は福岡空港への離発着のため、

依然大学の上空を低空で、我々の見学中に

も頻繁に飛び続けていた。この問題はキャ

ンパス移転の一因にもなっている。 

 
写真 9 情報基盤研究開発センター 

 
写真 10 理学部原子核実験室 

 歴史を刻んだ広大なキャンパス内には研

究施設のみでなく、木造和風建築「三畏閣」

などの厚生施設や記念講堂、図書館他、紹

介したい歴史的建造物が幾多あるが限りが

ない。今回の見学会に参加されなかった方

には、ぜひ現地での一見をお勧めしたい。

かつて小会は『福岡の近代化遺産』で、か

なり詳しく九大の建造物群をカラーで紹介

している。それが「思い出のアルバム」に

なりつつあるのは残念なことだ。 

 

 
写真 11 旧第三学生集会所「三畏閣」 

 西日本新聞のコラムで次のような記事を

見た。「……『誇りとなる』建物は何も世界

に認められたものばかりでない。例えば、

九州大学箱崎キャンパスには、大正や昭和

初期の建築物が多く残るが、ほとんどが解

体の方向にあると聞く。世界遺産やノーベ

ル賞もそうだが、日本は海外に認められて

初めて評価を改めがちだ。もっと自らのま

なざしで『いい物はいい』『次世代に引き継

ごう』と言えないものか」。自尊心に欠ける

日本人を慨嘆する記者の思いに筆者も同感

する。 

酷暑の見学会となったが、夜は、かつて

は九大生で賑わったであろう箱崎の居酒屋

で一般参加者も交え、世界文化遺産登録を

祝しながらの懇親会を行い、盛会であった。

最後に、見学会の実施にあたって、大学と

の折衝から資料の作成、案内に至るまで、

多大な御尽力を頂いた市原猛志会員に厚く

お礼申し上げます。 



 
6 

【報告】 

TICCIH Lille Region 2015 参加報告 

市原猛志（事務局・九州大学百年史編集室） 

 

はじめに 

産業考古学という考え方は、ヨーロッパ

にその端を発する。その後世界各地域に広

がっていったとはいえ、研究者の数やその

多様性などを考えても、未だアジア地域の

研究は進んでいるとは言えない。 

三年に一度行われる産業考古学の国際会

議である国際産業遺産保存委員会(略称

TICCIH、以降略して表記)第 16 回本会議が

フランス・リールで 9 月 7 日から 5 日間の

日程で行われることとなり、九州産業考古

学会からは私市原と清水憲一先生の二名が

参加した。前記したとおり、産業考古学の

本場であるヨーロッパでの開催と言うこと

もあり、参加者数百名、発表件数も二百件

を大きく超えることから、狭いキャンパス

の会場には約一週間研究者であふれかえっ

ていた。日本からの参加者は、横山悦生先

生（名古屋大学）や岡田昌彰先生（近畿大

学）、山田大隆先生（酪農学園大学）、松浦

利隆先生（群馬県立大学）、中山俊介先生（東

京文化財研究所）など 15 名程度であった。 

2005 年の TICCIH 名古屋中間会議に参加

された方なら推測がつくかと思うが、本会

議の前後には必ず参加者向けのツアーが行

われている（前回台湾でのツアーについて

は、会報 19・20 の各号を参照）。今回もツ

アー自体は開催されたのだが、私市原は通

常職務の関係上、これらには参加できなか

ったため、本稿では本会議と前後に行われ

た各種のイベント及び一日見学会の内容を

簡単に記載することとしたい。 

 

１．会議と発表について 

会場であるリール第 2 大学工場地区キャ

ンパスは、文字通りリールの中でも町工場

が多く遺る地区に属する。現在それらの多

くは教育施設に生まれ変わっており、会場

もまたかつて工場だった施設であったとい

う。それを一部改装・新築して大学及び法

科大学院などの用途で教育目的に利用され

ている。ヨーロッパで頻繁に行われている

施設コンバージョンの好例と言えよう。 

 

 
写真 リール第 2大学工場地区キャンパス 

 

 本大会での発表は、おおむね 3 つの大き

なテーマ、すなわち（1）教育と伝達手段、

（2）産業遺産の保護と広報、（3）産業景観

と地域政策、それぞれの中でさらに細分割

されたセクションをおおむね 3 名程度の発

表者で研究発表を行った後、ディスカッシ

ョンを行うという形式をとっていた。3 日

間程度で、おおむね、筆者は stakeholder

（産業遺産における利害関係者）というセ

クションにて、“Planning and management 
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of industrial heritage as a community 

space -in the case of "Moji red brick 

Place" in Japan-”というタイトルで北九

州市門司区にある門司赤煉瓦プレイスにお

ける NPO 法人による産業遺産活用の流れに

ついて発表した。 

会期の研究発表以外の時間は、後述する

織物産業で栄えたルーべーの町の半日見学

会と炭鉱地帯への一日見学会、さらに

TICCIH ボードメンバーによる会議などが

充てられている。  

 筆者は一部セッションのみに参加･発表

したので、全体的な感想については控える

が、元来国際学会というものは英語をベー

スに発表が行われるものと認識していたが、

今回の TICCIH では仏語による発表が多く、

非常に難渋した。大会自体のタイトル「21

世紀の新たな挑戦」として、地元主義とい

うものを強調したかったのかもしれないが、

意思疎通が通常以上に手間がかかる、とい

うことについては、問題点としか申し上げ

ようがない。 

 

 
写真 筆者発表（撮影：石田正治先生） 

 

 

 

 

２．ルーベー地区半日見学会 

7 日の発表を終わらせ、翌 8 日は日本の

参加者メンバー数名と午前中の空き時間を

利用してリールのまちあるきを行った。 

現地に入り、まず最初に地図を購入した

際、リールには五稜郭があることを知った。

現地案内板から分かったことだが、この城

郭は 1667 年から 1670 年にかけてフランス

の Vauban（ヴォーバン）という城郭建築家

によって建てられたものとのこと。ここの

城郭を模倣して函館などの五稜郭が作られ

たという話もあり、偶然の訪問にしては、

非常に面白いまちあるきであった。 

 

 
写真 リールの「五稜郭」（中は軍事施設） 

 

 午後の見学会では、リールの隣町と言う

べきルーベー地区を見学した。ここは織物

産業で栄えた都市で、見学会では周辺に遺

る工場建築を都市再開発の中で活かす取り

組みや美術館として利活用した事例などを

現地見学し、めまぐるしい一日を終えた。

懇親会会場はかつての羊毛検査場で、日本

のどの煉瓦建築とも似つかない派手な色彩

とデザインに彩られた空間で交流を深めた。 

 



 
8 

 
写真 ルーベーの羊毛検査場（懇親会場） 

 

３．ノール・パ・ド・カレーの炭鉱地帯 

10 日に行われた TICCIH 産業遺産ツアー

は、かつての炭鉱地帯で 2012 年に世界遺産

に登録されたノール・パ・ド・カレーの炭

鉱地帯にある各種の炭鉱施設･ぼた山、そし

て炭鉱住宅などを見学した。 

 この見学会では参加人数が多いことなど

から、リールの広場に集結した参加者は 10

台近いバスに分乗し、それぞれいくつかの

コースに分かれて見学を行った。参加によ

っては訪れているところ･いないところの

差が生じているため、多少の混乱はあった

ものの、世界文化遺産に登録された炭鉱地

帯の景観を堪能することが出来た。 

 
写真 ランスのぼた山と竪坑櫓（右奥） 

中でも圧巻と言うべき遺産は、イギリス

のハワードが提唱した職住近接型の余裕を

持った都市空間である「田園都市論」の実

践例として各炭鉱会社が建造した炭鉱住宅

群である。写真では伝えきれようがない。 

 
写真 ランスの炭鉱住宅（右奥が竪坑櫓） 

 これら炭鉱遺産を少ない紙面で全て語る

には厳しいため、年次総会など別の発表の

場に譲ることとする。懇親会場は炭鉱の相

次ぐ閉山に対しての旧産炭地振興の一環と

して誘致されたルーブル美術館の分館「ル

ープル・ランス」で開催された。こちらの

建物は日本人建築家ユニットの SANAA（妹

島和世と西沢立衛）によって国際コンペを

勝ち上がって作られたものであり、日本と

炭鉱地帯との不思議な縁を感じた。 

写真 ルーブル･ランスでの懇親会 

おわりに 

 ユネスコ世界遺産委員会がタイ・プーケ
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ットで 1994 年に採択した「世界遺産一覧表

における不均衡の是正及び代表性，信頼性

の確保のためのグローバルストラテジー」

において、文化遺産の多面的かつ広範囲な

視野を示すため、産業遺産の世界遺産登録

を推進する方針が示されて、20 年が過ぎた。 

 実際に今回フランスで世界遺産登録され

た炭鉱地帯を見ると、その規模、手間をか

けた都市構成、さらに次世代に継承してい

く取り組みなど、なるほどこれは世界遺産

であると納得することが多かった。日本に

おいての産業遺産は、比較すると明らかに

人的･資金的に問題があると言わざるを得

ない。産業遺産を世界遺産として次世代に

受け継いでいくために、九州がこれから取

り組むべき課題は、山積していると言える。

学会として出来ること、また研究者として

協力できることには応えていきたいと思い

を新たにした次第である。 

最後に､学会でお世話になった種田明･石

田正治両先生 ､バーミンガム大学の

Chao-Shiang Patrick LI 氏等多くの参加者

様､及び現職場の皆様に感謝申し上げます。 

【書籍紹介】 

園部利彦著『日本の鉱山を巡る（上）』 

木元富夫（顧問） 

 

「鉱業は国を支える産業」と本書「はじめ

に」あるが、鉱山と言うと九州ではつい石

炭を考えてしまう。確かに石炭はエネルギ

ー源として近代の産業化に重要であったが、

それに劣らず金属鉱山も、鉄は工場や機械

や製品の素材として、金や銀や銅は加えて

通貨としてなど、それぞれが重要な意味を

持った。本書（上巻）は日本における金属

鉱山を十数ヵ所取り上げて、その歴史と現

況を紹介したものである。 

本書の特徴は 2 つある。ひとつは副題に

「人と近代化遺産」とあるように、鉱業遺

産の背後にある人物史を重視していること

である。「どんな産業も技術者や経営者の叡

智と挑戦、そして生産の現場を支えた人々

の努力があって成り立つもの」だからであ

る。その狙いは十分に果たされている。も

うひとつの特徴は、著者が高校の理科教師

という専門性を生かして、科学技術的な説

明が詳しく、かつ分かり易くなされている

ことで、評者のような理系に疎い者にとっ

て有り難いことであった。注文を付けると

すれば、地名や専門用語のふりがなを増や

してほしいことと、実地踏査の説明に見合

う地図があると好いと思われる。「巡る」と

あるが、駆け足的な紹介でなく、多くの参

考文献を活用して、産業遺産の背景まで考

慮した案内書になっており、大いに勉強に

なる。評者は本書を読んで、各地を再訪し

たい思いにかられた。炭鉱も扱われるとい

う下巻の刊行が大いに待たれる。 

 ついでながら、この「書籍紹介」は出来

るだけローカル或いはマイナーな出版社の

本を紹介するようにしているが、新刊では

ないが、最近たまたま目にした本を紹介し

ておきたい。＊岸本充弘『下関から見た福

岡・博多の鯨産業文化史』（海鳥社、2011

年、本体 1000 円）は、前著『関門鯨産業文

化史』に続くもので、評者は「鯨食文化」

の語にいささか引っ掛かりを覚えたが、そ

れも地場産業ならではで、産業考古学には

こういう切り口もあるとのヒントを与えて

くれる。次に＊鶴丸幸代・伊藤幸野『15 の

春まで 筑豊にて』（インパクト出版、2011

年、本体 1500 円）は、宮田中学同窓会の思

い出話をそのまま活字にしたような本だが、

実録として意味がある。 

（弦書房、2015 年、本体 2000 円。）
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◇◇会報原稿募集（会員外でも応募できます！）◇◇ 

 『九州産業考古学会報』への積極的な投稿をお願いします。募集原稿は【報告】（700 字

～1400 字程度）や【研究発表】（1400～2800 字程度）、【お知らせ】（400 字以内）など。 

いずれも図表を入れる場合文字数要調整。また紙面の都合上、文面レイアウトに関して編集

側で変更する場合があります。投稿に関する詳しい情報は学会ウェブサイト及び事務局まで。 

 

■■会報第 23 号・目次■■ 

【巻頭言】 

近代化遺産で先祖を思う……時里奉明 １ 

 

【報告】 

平成 27 年度総会・見学会……砂場一明 ２ 

TICCIH Lille Region 2015 参加報告 

…………………市原猛志 6 

【書籍紹介】 

園部利彦著『日本の鉱山を巡る（上）』 

……………木元富夫 7 

 

【お知らせ】 

今後の予定    …………………… 8 

会費納入・ご寄付のお願い ……… 8 
今後の予定 会費納入・ご寄付のお願い 

 当会は年会費を個人会員 2000 円、団体会員は

5000 円それぞれ徴収しています。当会の趣旨を

ご理解頂き、会費納入或いはご寄付の程、どう

ぞ宜しくお願い申し上げます。 

 

 会費納入・寄付先口座（一覧） 

 ・ゆうちょ銀行 17430-88882241  

  キュウシュウサンギヨウコウコガツカイ 

  ・福岡銀行大牟田支店（店番 691） 

  普通 1914369 九州産業考古学会 

12 月 

6 日 

田川・門司近代化遺産ツア

ー（NPO 法人 J-heritage） 

2016 

1 月 

新年会（会場未定） 

1 月 

16 日 

北九州市の文化財を守る会

賀詞交換会（小倉北区） 

3 月 

12 日 

産業考古学会連続講座（岡

山シティミュージアム） 

 会報 24 号発行 

 

＜編集後記＞ 

 軍艦島や三池炭鉱を筆頭に九州に所在する「明治日本の産業革命遺産」の構成資産を抱える自

治体の多くは、世界遺産登録後軒並み過去最高の観光客数を迎え、その対応に追われている。産

業遺産に注目が集まる今だからこそ、学会としては一時的なブームが過ぎた後に目を向ける必要

がある。まずは会員の獲得、教育活動の活性化、産業遺産の情報発信等々、やるべき課題は多い。 
私事ですが、７月より再び九州大学箱崎地区に職場を戻しました。近くにお越しの際は、一度

お立寄りください。（市原） 

 
  九州産業考古学会事務局  〒811-3430  福岡県宗像市平井二丁目 12-1 砂場一明 気付 

   TEL&FAX：0940-36-5501 E-mail：k-sunaba@jcom.home.ne.jp URL：http://kias.kilo.jp/index.php 
学会ＭＬ希望者は、上記アドレスもしくは Web 担当者（iota_titanus@yahoo.co.jp）まで連絡願います。 


